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例(援摸潅流のみ17例)のうち合併症に対する手術を行
なった症例辻26民廷31回で，内訳は消化器系14，心包
炎11，四肢 3，涯、尿器系 2，頭部 1であった。麻酔は全
麻10，護麻 3，烏蘇18倒で，術前ヘマトクリット20%以
下及び前日尿量50ml以下が退半数を占め， 71売に出車
時間の延長が見られた。死亡は 8例であったが，全体と
してはt漫性透析患者の生存率向上に大きく寄与してい
る。 
54. 篠ノ井靖躍における高齢者の全蘇例
中島敏
(長野県厚生連篠ノ弁病読癖酔科)
篠ノ井病院において80歳以上の高齢者に全身蘇酔を撞
して手街をしたものは昭和47年以来6例であって全例無
事手指を完了している。老人の生理学的特徴の一つに薬
剤に対する反芯性が高く安全域が狭いということがあ
る。対策としては薬剤の過量投与を防ぐことで投与量は
成人の 1/2_1/3にする必要がある。この原馬を守るなら
ば高齢者が他の患者より危険度が高いとは云えない。 
55. Esophageal blunt dissectionの 5例
御子柴幸男〈社会保検山梨病説) 
1936年の Turnerに始まる非開胸食道抜去法試，1971
年秋山洋により再発掘され，頚部食道癌に対する術式と
して評{罰されている。演者詰最近 1年間に 5例の本術式
による手術を行い， いづれも短めて良好な経過であっ
た。内 2併は頚部食道癌， 1i再試喉頭蓋， 1亨uは甲状腺
癌。地の 1例辻84歳の高齢者の食道裂孔ヘルニアに伴う
讃蕩性食道狭窄である。最後の 1例は喉頭保存食道胃吻
合で，能の 4伊jは喉頭全摘，日国頭胃吻合で全例一期的に
治癒した。 
56. マウス移撞腫蕩に対する抗車溝の効果
中野喜久男，酉村明，斎藤登喜男
(千葉県がんセシター消化器科)
時田高志〔罰研究所動物室)
藤村真示(詞研究所生化学)
雨宮浩〈千大) 
C57 BL. Mouseに継代移植した MelanomaB・16で 
C57 BL Mouseとウサギを免疫しそれぞれ抗血清をえ
た。 C57BL Mouseの皐丸に MelanomaB・16を移植
し(中野一時間氏法)14日後に畢丸を刻出p 翌日かち 6 
5需抗皐清を腹腔内注入し，転移巣の抑制と延命効果を
観察した。対照27匹の平均生存自数は12.8日，異種抗生
清〈部分吸収〉の 5倍稀釈液 7[Cのそれは14.4告とやや
延長したが，組群は殆んど短縮した。 これは転移巣の 
Enhancementによると患われる。 
57. SPVの毒手指2症例をめぐって
広田和後，大矢和光(工芸田胃腸病競〉
本年怒験した他大学病読スタッフによる SPV後の再
手術 2症例について経通を報告した。 2症例とも20義男
性。 SPV後，吐下車，心寵部菊にて， TV+PP十G を
行った。この再手術によって，不完全迷切と胃内容停需
を治すことが出来た。 SPVに察しては壁結抱の完全迷
切と，手術部を大綱にてカバーすることが必要である。
そして， TVが再手術として成功する。 
58. 血液聖の遺伝jこ謂する疑問点ならびにその改正
高瀬靖夫〈高額医践〉 
ABO式血液型の従来の遺伝表は統計に基いて作成さ
れ，常時検査法及親子の認定に不正確の額向あり，理論 
ABO式血痕型新遺伝表〈高額)
両組 A A A A 3 B B AB AB 0 
親合 
のせ 
生の 
× 
A 
A 
× × × 
B AB 0
。A A 
× × × × 
B AB 0 AB 
B B B AB 
× ×。。
A 。
れ型 A AB 0 AB 0 豆
る 
子 
B 
AB 
AB。
的に納得し難いため，より理論的な新遺伝表を作成し，
之が，よ予正確な血按型検査，臓器移植及親子藍別に役
立つ事を報告す。 
59. 結後愁訴iこ対する工夫(食道及直揚に対し〉
中村武西島浩(中村外科病院〉
一般開業塁は術後経過を常に見守る事を余{義なくされ
私は同友会としてアフターケアの会を{乍歩 6000名の患者
の健康である議努力して岩るが，今回は食道癌で左関滴
食道胃吻合した46歳の男子の術後2年ブロック克工のた
め，亘角以上?こかがめての仕事のため食道炎を起して転
職せざるを得なかった症例から同様な職業の患者にピル
ロート第 2法の如き Transposition迭で新かな症状を
軽減した。
では区内のpull throughこ，t次に宣腸癌は年齢と共 
しまりが悪く従って窮清の後，端々又は端-&J1吻合で紅門
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を温存する様にまた Duhcmelの方法を行って好成績を
得居てる。
また20歳台の患者で2年 3年経過の内に性の開題勃起
するが射精せず，又は性交不能のものに各々の方法を行
って居るが良結果を得ない。以上述べて僻批判を仰ぐ。 
60. 遺残結石に対する非観血的治療法
中村光胃，羽生富士夫，小林誠一郎
遠藤光夫，浜野恭一，木下訪宏
鈴木薄孝，山田明義，鈴木茂
(東京女子医大，消化器病センター)
胆石症の外科的治療上，箭後困難症のーっとして遺残
結石が挙げられる この遺残結石に対して現在で辻諸種c
の方法をj駆使して非観血的治療がなされているが，われ
われは術中に腎置されたTチユ}プの屡孔を介して胆道
鏡を挿入し，直視下に結五の描出をはかったヲ， Soft 
Steerable Catheterを用いて結石を摘出している。本
手技により約30症例の結石の摘出に成功した。本手技は
臨床的に非常に擾れた方法であり，今回，われわれはそ
の実諜を挟璽を用いて報告した。 
61. ;fと里大における腎移撞の現況(I1I)
柏木登〈北里大臓器移植)
今年は生体腎12例，死体腎2例の計14を加え，北里大
での捻移植鰐数はおになった。腎生存率は生体で63%で
あったが，死体からのは11%で千葉大 2外科のそれよワ
はるかに劣っていた。次に生体腎と HLAマッチの関孫
であるが，本年全国集計によって日本で初めて統計的に
有意な結論が得られた。すなわち， HLAが全然合わな
かったものの成績は非常に悪く，ハプロタイプが 1倍以
上合っていたものの 3年腎生存率は60%以上であった。 
62. 筑波大学消北器外科の現況
同村隆夫(筑波大学臨床医学系外科)
開院か与約 1年が過ぎた筑波大学沼化器外科の現況を
紹介。手術例は年間約 200余予であヲ，胃癌53例中胃切 
33剖，全刻14例で，早期癌は41.5%を占める。肝・胆・ 
5李の症例辻全手衝の27%である。臨沫研究として食道静
脈審の内視鏡的治療法，大腸の濃霧性疾皐，胆道系の再
建法などが主なテーマである。死体腎移植も 2例経験し
た。肝門部胆管茜に対して拡大右葉切除と r~脈再建した
症例および早期捧頭誼(約2cm)の切除例の 2症詞を併
せて呈示した。 
63. 金道癌の進震と免護状態について
花開建夫，鍋谷款市，小野沢君夫
李患元，新井祐二，本島梯ニ
(杏林大学)
食道癌患者の免疫能が， PHA，PPD，DNCBの三つ
の遅廷霊皮書反応で追求した。三者の相関性誌74%に認
められた。 Stage m，Nの食道癌では免疫能の低下を認
め，壁内転移管tl，as症伊tl，ns ，n4湯性例に，各々免疫
能の抵下が著明で，食道壌の進展と免疫能と辻密接な関
係を認めた。 
64. 蓋腸癌に対する器械吻合による低往前方切除術
浜野恭一，羽生富士夫，小林誠一部
遠藤光夫，木下祐宏，出国明義
鈴木博孝，鈴木 茂，中村光司
{東京女子医大，消化器病センター)
亘腸癌における括約筋保存箭式，とくに抵控前方切除
俸を施行する際，吻合が区内管直上で行われるような場
合は，その吻合手設は撞めて菌難である。われわれは，
この吻合が器械吻合によ予儒単確実に行っている。器械
はソ連式場管吻合器を亘腸用;こ改良試作したもので，こ
れを区門より揮入し，揚管をセットしたのち，腸管の切
断とクリップによる内議一層吻合が詞時に出来る。現在
まで13慨に施行(産腸癌7例，良性疾患 6剖)し良好な
成請を得ている。 
65. 医道惑染症の臨床
羽生富士夫，小林誠一郎，遠藤光夫
木下祐宏，浜野恭一，鈴木薄孝
山田明義，鈴木 茂，中村元奇
〈東京女子医大，謂イヒ器病センター)
急性担道感染症は，題石症手街総数1308街中， 139伊j 
と高率であっ40%.，30にみられ，胆管系結石では10.6%
た。うち急性化護性胆管炎および急性障塞性化藤註胆管
炎と診断された重症型は29部 2.2%であった。担道感染
症の大半ば，抗生物質療法によく反応し，原疾患に対し
て待期手衡が施行されたが，重症型に対しては緊急手術
が行われ，初期の手箭死亡率は50%と高率であった。最
近では，緊急 PTCDを適用することによって，重症型
の救命率は 5.5%と抵下させることができた。急性閉塞
性化膿性担管炎の末期録とされる多発性肝護蕩を， PTC 
及び引きつづく PTCDによって， X線学的に描出し，
